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好天に恵まれた 6月 1日、川西公民館など主催の「第 1回健康まつり」が川西中学校で行われまし

た。この行事は、いろいろな競技に挑戦しようというもので、小学生からお年寄りまで、約200人が参加。

参加者は背面走、片足とぴ走、ボール投げ、大なわとび‘(=写真)などの種目に汗を流しました。
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市民と市長の日
「市民と市長の日」を7月1日ω
午前 9時から正午まで、市役所3

階市長室で行います。

主な内容

6月定例市議会が開会・・・・・・・・・・・......................2~ 5ページ

11万市民の会計簿・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6・7ページ

1.1 

岡

農地問題相談日

「農地問題相談」を 7月1日ω午
前 8時30分から午後 5時まで、 市

役所 2階農業委員会事務局で行い

ます。

カメラレポ・・・・・・・・・・.............・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 ・9ページ

お知らせ・・・・・・・・・・・・・・.....................................1 O~13ページ

ι
ハ
-

7月26日出に開催・・・・・・・・一...........14ページ上田わっしょい、
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~通網の整備に努力市長提
案説明

6月定例市議会が、 6月 2日から始まりました。

市議会は、 6月 18日まで17日間の会期で聞かれま

す。今回は、使用時聞を延長するための「上田市

川西社会福祉センタ一条例等の一部改正案」、遠藤

利治さんからの御寄付に基づく「上田市スポーツ

振興基金条例の制定案Jr昭和61年度上田市一般会

計補正予算案」など20議案が提案・審議されてい

ます。

市
長
提

私
は
、
上
田
市
長
選
挙
を
通
じ
幾

つ
か
の
公
約
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
公
約
は
、
広
く
市
民
の
皆
様
の
参

画
の
も
と
に
策
定
し
、
昨
年
の
六
丹

市
議
会
定
例
会
で
御
議
決
を
い
た
だ

い
た
第
二
次
上
田
市
長
期
基
本
構
想

を
軸
と
し
て
、
上
田
の
ま
ち
づ
く
り

と
活
性
化
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か

に
あ
り
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
は
、
高
速
交
通
網
、

高
度
情
報
化
、
人
生
八
十
年
時
代
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
新
し
い
時

代
に
向
け
て
、
私
は
そ
の
受
け
皿
づ 案

説
明
要
旨
一

く
り
と
環
境
整
備
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
所
存
で
す
が
、
-
お
約
束
し

て
き
た
公
約
を
中
心
に
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備:

そ
の

一
つ
と
し
て
は
、
高
速
交
通

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
道
路
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
交
通
渋
滞
の
解

消
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
関
越
自
動
車
道
上
越
線
の

一
日
も
早
い
開
通
に
あ
わ
せ
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昭

和
六
十
七
年
に
は
群
・
馬
県
藤
岡
市
か

ら
佐
久
市
ま
で
の
供
用
開
始
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
遅
れ
て
い
た
佐
久
・

更
埴
聞
は
今
年

一
月
に
整
備
計
画
路

線
に
格
上
げ
さ
れ
、
現
在
、
日
本
道

路
公
団
に
お
い
て
建
設
に
向
け
て
調

査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

佐
久
・
更
埴
聞
の

一
日
も
早
い
供
用

開
始
に
向
け
て
強
力
な
建
設
促
進
の

運
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
上
田

イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
予
定
き
れ
て

い
る
長
島
付
近
を
は
じ
め
、
沿
線
の

土
地
利
用
、
聞
な
花
計
画
な
ど
ア
7
セ

の
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
、
緑
の
、
不
ッ
ト

ワ

l
ク
化
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
道
路

の
整
備
に
も
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

化
達
町
吟
患
っ
主
没
足
陸
-

周
辺
の
整
備
計
画
を
か
た
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
地
元
関
係
者

と
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
駅
前
ビ
ル

の
対
策
と
広

東
塩
団
地
籍
を
中
心
に
東
山
国
有
林

の
活
用
に
あ
わ
せ
て
山
麓
か
ら
農
地

を
含
め
た

一
帯
の
構
想
が
考
え
ら
れ
、

地
元
関
係
者
の
意
見
を
も
と

業
開
発
機
能
、
商
業
機
能
、
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
情
報
産

業
機
能
が
あ
り
ま
す
。
農
業
開
発
機

ス
道
路
の
問
題
も
含
め
て
精
力
的
に

調
査
、
研
究
を
重
ね
、
実
施
で
き
る

も
の
か
ら
早
期
に
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
高
速
交
通
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
考
え
て
い
る
主
な
整
備
と
し

て
は
、
市
街
地
を
中
心
と
し
た
環
状

線
道
路
お
よ
び
放
射
状
線
道
路
の
整

備
計
画
を
た
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
上
田
駅
周
辺
道
路
、
浅
間
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
に
係
る
上
田
リ
サ

ー
チ
パ

l
ク
関
連
の
道
路
整
備
に
も
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

広
域
幹
線
道
路

ま
た
、
広
域
幹
線
道
路
と
し
て
松

本
、
諏
訪
方
面
と
の
時
間
短
縮
が
図

れ
る
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
完
成
、

小
諸
・
上
田
聞
の
千
曲
川
左
岸
広
域

営
農
団
地
農
道
の
建
設
促
進
、
上
田

篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス
の
都
市
計
画
決
定
、

ぞ
〈

浅
間
山
麓
広
域
営
農
団
地
農
道
と
し

て
上
田
・
軽
井
沢
聞
の
全
線
早
期
完

成
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
働
き
か
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
上
田
バ
イ

パ
ス
も
、
昭
和
六
十
二
年
度
完
成
を

目
指
し
て
鋭
意
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
ほ
ぼ
そ
の
目
途
が

つ
き
ま

し
た
の
で
、

一
層
促
進
に
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
々
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く

る
道
路
交
通
宇
足ド
ッ
ト
ワ

1
7
ー
と
し
て

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
こ
の
計
尚
の

実
現
を
図
る
た
め
実
行
計
画
の
策
定

に
入
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
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の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
、
緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
な
ど
、
ユ
ニ

ー
ク
な
道
路

の
整
備
に
も
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

高
速
交
通
の
北
陸
新
幹
線
は
、
今

年
三
月
に
長
野
、
富
山
、
金
沢
の
三

駅
に
お
い
て
駅
周
辺
環
境
整
備
事
業

の
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
新
幹
線
の
建
設
に
つ
い
て
固

で
は
、
財
源
問
題
、
国
鉄
分
割
民
営

化
後
の
建
設
主
体
お
よ
び
営
業
主
体

の
問
題
な
ど
着
工
に
当
た
っ
て
の
条

件
整
備
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
理

由
に
着
工
を
先
送
り
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
と
し
て
も
、
県
を
は
じ
め
沿

線
関
係
市
町
村
な
ど
と
さ
ら
に
連
携

を
深
め
、
国
に
早
期
建
設
促
進
の
要

請
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。
長
野
駅

の
起
工
式
は
、
事
実
上
の
着
工
と
位

置
づ
け
ら
れ
、
続
い
て
上
田
駅
着
工

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

だえ一ー(3)一一一ー昭和61年 6月16日 広報う

上
田
駅
周
辺
の
整
備

北
陸
新
幹
線
は
、
建
設
費
を
お
さ

え
る
た
め
構
造
物
、
ト
ン
、
不
ル
、
駅

設
備
な
ど
の
コ
ス
ト
低
減
策
が
講
じ

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
上
田
駅

舎
も
同
様
な
効
果
を
ね
ら
っ
て
建
設

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
状
況
を
み
な
が
ら
具
体
的
な
駅

L
L
J
E
r
h
t
」ロ
μ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
予
定
さ
れ
て

い
る
長
島
付
近
を
は
じ
め
、
沿
線
の

土
地
利
用
、
開
発
計
画
な
ど
ア
ク
セ

周
辺
の
整
情
計
画
を
か
た
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
地
元
関
係
者

と
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
駅
前
ピ
ル
の
対
策
と
広

場
の
整
備
、
南
口
駅
前
広
場
の
確
保
、

南
北
自
由
通
路
の
新
設
な
ど
が
提
言

さ
れ
て
お
り
、
上
田
市
と
し
て
も
関

係
の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

実
現
に
向
け
て
計
画
を
た
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域

次
に
、
上
田
市
、
小
諸
市
、
佐
久

市
な
ど
三
市
六
町
一
村
で
構
成
す
る

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
で
は
、
国

の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
指
定
を
目
指
し

て
基
本
構
想
か
ら
開
発
計
画
を
策
定

し
、
県
に
お
い
て
国
と
の
協
議
に
入

っ
て
い
る
段
階
で
す
。
浅
間
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
圏
域
に
お
け
る
研
究
開
発
の

三
大
拠
点
と
し
て
、
上
田
市
で
は
上

田
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
が
、
小
諸
市
で

は
民
間
研
究
所
、
研
究
開
発
型
企
業

立
地
と
し
た
浅
間
リ
サ
ー
チ
パ
げ
ク

が
、
佐
久
市
で
は
先
端
技
術
企
業
の

立
地
と
し
た
佐
久
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク

が
、
そ
れ
ぞ
れ
中
核
的
な
開
発
ゾ
ー

ン
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
開
発
計

画
が
た
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

東
塩
田
に
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク

上
田
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
の
設
定
は

古
本
指
恒
困
地
鉱
精
吾
、
市
T
A
U
に
古
木
山
閉
凶
士
伺
品
目
押

の
活
用
に
あ
わ
せ
て
山
麓
か
ら
農
地

を
含
め
た

一
帯
の
構
想
が
考
え
ら
れ
、

地
元
関
係
者
の
意
見
を
も
と
に
研
究

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

区
域
内
に
は
緑
豊
か
な
自
然
景
観
を

背
景
に
長
野
大
学
、
上
田
女
子
短
期

大
学
、
自
然
運
動
公
園
、
東
塩
田
林

間
工
業
団
地
な
ど
が
あ
り
、
教
育
機

能
、
レ
・
ク
リ
エ

l
シ
ョ
ン
機
能
、
工

業
生
産
機
能
が
既
存
し
て
お
り
、
浅

間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
に
お
け
る
中

核
的
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
と
も
な
り
う

る
規
模
の
も
の
で
す
。

こ
の
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
内
に
導
入

し
た
い
機
能
、
施
設
な
ど
は
上
田
地

域
に
お
け
る
既
存
機
能
の
存
在
や
、

地
域
産
業
の
特
性
と
そ
の
整
備
方
向

な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
上
田
リ
サ
ー
チ

パ
l
ク
に
は
、
ま
ず
生
産
機
能
と
し

て
、
中
核
的
先
端
技
術
産
業
の
生
産

施
設
を
も
っ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

l
ゾ
ー

ン
を
数
か
所
所
在
し
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の

一
つ
の
東
塩
田
林
間

工
業
団
地
は
、
今
年
二
月
十
五
日
完

成
し
、
進
出
さ
れ
る
企
業
十
八
社
も

決
定
し
、
社
屋
建
設
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
な
ど
関
連
産
業
機
能

次
に
、

関
連
産
業
機
能
と
し
て
農

世
未
聞
問
議
ル
機
慣
佳
山
、
布
阿
暗
末
機
慣
部
批
、
舗
で
ザ
ル
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
情
報
産

業
機
能
が
あ
り
ま
す
。
農
業
開
発
機

能
の
面
で
は
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
、
組
織
培
養
に
よ
る
大
量

増
殖
化
を
図
り
、
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
l
、

優
良
品
種
の
増
殖
な
ど
農
家
へ
の
供

給
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
農
業
技
術

の
近
代
化
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。情
報
産
業
機
能
の
面
で
は
、
浅
間

ソ
フ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ

l
ク

研
究
会
や
ソ
フ
ト
関
連
企
業
の
立
地
、

研
究
機
関
の
誘
致
な
ど
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ト
ピ
ア
計

画
に
基
づ
く
情
報
セ
ン
タ
ー
も
、
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
設
置
し
た
い
考
え
で

す
。
次
に
、
学
術
研
究
機
能
と
し
て

は
教
育
機
能
、
研
究
機
能
が
考
、え
ら

れ
、
長
野
大
学
に
お
い
て
は
高
度
情

報
社
会
に
向
け
地
域
社
会
に
こ
た
え

ら
れ
る
人
材
の
育
成
な
ど
を
教
育
目

標
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
情
報
研
究
所

の
設
立
と
シ
ス
テ
ム
情
報
学
科
の
設

置
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ト
ピ
ア
モ
デ
ル
都
市

公
約
の

二
つ
と
し
て
、
高
度
情
報

化
に
つ
い
て
は
今
年
三
月
五
日
に
上

田
市
、
丸
子
町
、
東
部
町
、
坂
城
町

の

一
市
三
町
が
テ
レ
ト
ピ
ア
モ
デ
ル

都
市
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

L
犬
グ
て

一一
層
伍
適
に
契
十
ん
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く

る
道
路
交
通
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
ニ
の
計
画
の

実
現
を
図
る
た
め
実
行
計
画
の
策
定

に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

上
田
地
域
で
は
、
具
体
的
に
は
ソ

フ
ト
サ
イ
エ
ン
ス
技
術
情
報
シ
ス
テ

ム
、
異
業
種
共
同
P
O
S
シ
ス
テ
ム
、

商
底
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
、
社
会
教

育
シ
ス
テ
ム
、
地
域
情
報
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
な
ど
五
つ
の
シ
ス
テ

ム
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
面
は
、

推
進
主
体
と
し
て
行
政
も
参
画
し
た

第
三
セ
ク
タ
ー
の
設
立
と
、
初
年
度

と
し
て
取
り
か
か
れ
る
事
業
の
実
施
、

情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

長
期
的
な
土
地
利
用
計
画

新
し
い
時
代
に
向
け
て
高
速
交
通

網
の
整
備
や
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計

画
の
推
進
に
あ
わ
せ
て
、
長
期
的
な

展
望
に
た
っ
た
土
地
利
用
計
画
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
区

域
の
用
途
地
域
は
現
況
追
随
型
の
た

め
住
宅
地
と
工
業
地
が
混
在
し
、
周

辺
部
は
商
底
街
の
乱
立
、
ミ

ニ
開
発

な
ど
が
目
立
ち
、
好
ま
し
い
環
境
と

は
い
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
中

で
高
度
の
技
術
集
積
都
市
と
と
も
に

将
来
展
望
に
た
っ
た
農
業
振
興
地
域

の
見
直
し
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月

決
定
を
目
途
に
進
め
て
い
ま
す
。
そ
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れ
ぞ
れ
上
田
市
全
体
か
ら
均
衡
の
と

れ
た
長
期
的
な
展
望
に
た

っ
た
総
合

的
、
計
画
的
な
土
地
利
用
が
図
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

面
で
は
遅
れ
て
い
る
下
水
道
な
ど
の

整
備
を
一
層
推
准
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

上
田
市
は
住
み
良
い
ま
ち
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
道
路
網
の
整
備
、
下
水

道
の
整
備
に
は
多
く
の
市
民
の
皆
様

か
ら
の
要
望
も
強
く
、
私
も
そ
の
整

備
の
推
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
第
三
期

計
画
が
施
行
さ
れ
て
い
る
公
共
下
水

環
境
整
備
に
も
努
力

長
野
県
で
は
、
「
ク
リ
ー
ン
信
州
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
美
し
い
自
然
、

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
上
田
市
で
も
、
環
境
整
備

~
般
会
計
・
補
正
予
算
案
の
内
容

常
事
業
を
は
じ
め
、
農
村
地
域
の
農

業
集
落
排
水
事
業
の
推
進
、
小
規
模

下
水
道
計
画
の
推
進
、
し
尿
浄
化
槽

の
設
置
な
ど
市
民
の
広
い
理
解
の
も

と
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
生
幼
年
時
代
へ
の
対
応

61年度完成予定の長池公園

公
約
の
三
つ
と
し
て
、
人
生
八
十

年
時
代
へ
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。
高

齢
者
の
皆
様
が
心
豊
か
に
過
ご
す
た

め
に
は
、
お
互
い
に
生
き
が
い
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま

す。
全
国
的
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

と
き
、
長
野
県
の
高
齢
化
は
全
国
平

均
よ
り
十
年
先
行
し
て
お
り
、
上
田

市
は
こ
れ
よ
り
三

l
四
年
そ
の
傾
向

が
遅
れ
て
い
る
も
の
の
長
野
市
、
松

本
市
よ
り
高
く
、
十
七
市
中
で
中
位

を
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、

六
十
歳
以
上
で
一
日
九
時
間
も
の
余

暇
時
間
を
も
っ
人
は
、
二

O
%近
く

を
占
め
て
い
る
実
態
を
み
る
と
き
、

こ
の
余
暇
活
動
の
充
実
が
い
か
に
必

要
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
は
高
齢
者

の
生
き
が
い
対
策
に
さ
ら
に
意
を
配

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
き
が

い
対
策
と
し
て
は
社
会
課
、
高
齢
者

福
祉
セ

ン
タ
ー、

体
育
課
、
各
公
民

き
り
の
皆
さ
ん
に
は
、
消
臭
布
団
を

御
利
用
い
た
だ
く
こ
と
し
ら
し
、
そ
の

た
め
の
経
費
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

館
な
ど
で
広
く
進
め
て
き
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
社
会
部
を
中
心
に
一
層

の
充
実
を
図
る
所
存
で
す
。
一
方
、

独
り
暮
ら
し
老
人
や
寝
た
き
り
老
人

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
虚
弱
老
人
に
対
す

る
在
宅
介
護
の
充
実
も
図
り
ま
す
。

今
回
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
西

側
に
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
、
生
活
機
能
訓
練
室
や
特
殊

浴
室
な
ど
を
設
け
、
リ
フ
ト
パ
ス
に

よ
っ
て
虚
弱
老
人
も
通
所
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
者
の
健
康
管
理
、
介
護
指

導
に
加
え
、
独
り
暮
ら
し
老
人
の
健

康
相
談
、
生
活
相
談
な
ど
き
め
細
か

な
対
応
を
し
て
、
極
力
福
祉
後
退
の

な
い
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

条
例
の
制
定
・
改
正
案

マ
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
友
び

効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

失
職
の
特
例
に
関
し
規
定
し
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
情

状
に
よ
り
失
職
さ
せ
な
い
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
等
の
一
部
改
正

施
設
利
用
者
な
ど
か
ら
の
要
望
に

そ
っ
て
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る

公
民
館
な
ど
各
集
会
施
設
の
使
用
時

聞
を
一
時
間
延
長
し
て
、
施
設
利
用

の
活
発
化
を
図
り
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

昭
和
五
十
九
年
退
職
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い、

国
庫

円
を
計
上
し
ま
し
た。

*
商
工
費

商
工
振
興
で
は
、
東
塩
田
林
間
工

支
出
金
の
負
担
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
、

医
療
費
の
支
出
が
増
加
す
る
な
ど
、

国
民
健
康
保
険
の
財
政
負
担
が
増
大

し
て
い
る
現
況
で
す
。
今
回
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
答
申
を
い

た
だ
き
、
税
率
の
引
き
上
げ
改
正
を

行
い
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全

運
営
を
図
り
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
条
例

の
制
定

こ
の
度
、
市
内
中
央
東
の
医
療
法

人
友
愛
会
千
曲
荘
病
院
院
長
、
遠
藤

利
治
さ
ん
か
ら
上
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
に
御
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
御
意
向
に
そ
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
普
及
振
興
し
、

市
民
の
体

力
づ
く
り
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め

の
基
金
と
し
て
、
積
み
立
て
を
し
た

と
い
、
7

4U

の
で
す
'。

昨
年
に
続
き
市
民
の
森
公
岡
の
笹
備

を
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
六
千
刊
行

平
方

μ
の
ち
び
っ
，

r広
場
と
修
京
施
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一
般
会
計
・
補
正
予
算
案
の
内
容

今
回
の
補
正
額
は
、
十
七
億
六
千

五
百
六
十
四
万

一
千
円
で
、
こ
れ
に

よ
り
補
正
後
の
総
額
は
二
百
二
億
七

千
三
百
七
十
八
万
四
千
円
と
な
り
、

前
年
同
期
に
対
し
て
四
・
五
%
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
V

市
税
四
億
九
千
二
百
七
十
二
万
七

千
円
、
繰
入
金
三
億
円
、
市
債
二
億

八
千
七
百
万
円
、
県
支
出
金
二
億
六

千
八
百
九
十
万
八
千
円
、
国
庫
支
出

金
二
億
五
千
五
百
五
万
四
千
円
な
ど
、

い
ず
れ
も
収
入
可
能
額
を
見
込
ん
で

計
上
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
の
主
な
も
の
V

*
総
務
費

防
災
対
策
の
面
か
ら
本
庁
舎
内
に

防
災
行
政
無
線
の
基
地
局
を
、
ま
た

支
所
、
車
両
な
ど
に
移
動
局
を
配
備

す
る
た
め
の
費
用
二
千
万
円
を
計
上

し
て
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
機
能

強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
省

所
轄
の
財
団
法
人
河
川
情
報
セ
ン
タ

ー
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。レ
ー
ダ
ー
雨

量
情
報
、

地
上
雨
量
情
報
、
水
位
情

報
な
ど
の
提
供
を
受
け
る
た
め
、
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
端
末
機
一
台
を
設
置
す

る
経
費
百
四
十
四
万
円
も
計
上
。

*
民
生
費

在
宅
福
祉
施
策
を
進
め
る
た
め
、

国
・
県
の
補
助
を
得
て
デ
イ
・
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、
鉄
傷
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て
三
百
六
十

四
平
方
U
で
、
内
部
は
リ
ハ
ビ
リ
訓

練
室
、
特
殊
浴
槽
な
ど
を
備
え
て
お

り
、
本
体
な
ど
の
工
事
費
で
六
千
九

百
五
十
万
円
、
特
殊
浴
槽
、
リ
フ
ト

パ
ス
購
入
な
ど
施
設
用
備
品
で
千
九

百
六
十
万
円
を
計
上
。

児
童
福
祉
施
設
で
は
、
川
辺
町
に

二
階
建
て
面
積
三
百
三
十
七
平
方
灯
、

工
事
費
五
千
三
百
万
円
で
児
童
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
運
動
公
圏
内
に
は
、
財

団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会
か
ら
の
助

成
を
得
て
工
事
費
二
千
五
百
万
円
で

モ
デ
ル
児
童
遊
園
を
設
置
し
ま
す
。

老
人
の
た
め
の
福
祉
施
策
で
は
、

寝
た
き
り
老
人
家
庭
介
護
者
慰
労
金

支
給
制
度
に
準
じ
、
痴
ほ
う
性
老
人

を
家
庭
で
介
護
し
て
お
ら
れ
る
皆
様

に
も
、
年
額
二
万
円
か
ら
六
万
円
の

慰
労
金
制
度
を
新
設
し
て
、
当
面
四

十
人
分
の
経
費
百
七
十
九
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
。
家
庭
で
寝
た

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
き
が

い
対
策
と
し
て
は
社
会
謀
、
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
体
育
謀
、
各
公
民

美
C

り
の
比
白
々
C

ん
に
は
、
哨
問
自
芦
克
叩
日
凶
争
M

御
利
用
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
そ
の

た
め
の
経
費
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

*
衛
生
費

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
訓
練
事

業
を
実
施
し
て
い
る
市
内
上
田
原
の

山
び
こ
の
家
に
対
し
、
事
業
費
の

一

部
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
、
県
の
補

助
と
あ
わ
せ
て
百
五
十
四
万
六
千
円

を
計
上
。
こ
の
ほ
か
、
生
活
環
境
お

よ
び
水
質
浄
化
の
保
全
を
図
る
た
め
、

東
築
地
浄
化
槽
管
理
組
合
が
建
設
を

進
め
て
い
る
生
活
排
水
合
併
浄
化
槽

の
建
設
費
に
対
し
、
補
助
金
千
八
十

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
農
林
水
産
業
費

農
業
振
興
関
係
で
は
、
県
下
の
市

町
村
で
は
初
め
て
と
い
わ
れ
る
農
業

バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
バ
イ

オ
セ
ン
タ
ー
一
棟
、
ガ
ラ
ス
温
室
三

棟
お
よ
び
増
殖
は
場
六
十
六
ア
ー
ル

の
造
成
が
主
で
、
工
事
費
と
し
て
八

千
四
百
万
円
を
計
上
。
こ
の
ほ
か
、

ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
、
オ
ー
ト
グ
レ
ー

プ
な
ど
農
業
バ
イ
オ
培
養
機
器
の
購

入
費
で
九
百
五
十
万
円
が
あ
り
ま
す
。

林
業
構
造
改
善
事
業
の
別
所
温
泉

森
林
公
園
の
整
備
は
、
林
間
歩
道
二

千
四
百
四
十
五
灯
、
球
技
施
設
コ
ー

ト
三
面
、
バ
ン
ガ

ロ
ー
な
ど
の
設
置

が
主
で
、
既
設
の
施
設
整
備
を
含
め

て
工
事
費
三
千
四
百
七
十
九
万
二
千

一
部
改
正

昭
和
五
十
九
年
退
職
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
庫

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

本
商
工
費

商
工
振
興
で
は
、
東
塩
田
林
間
工

業
団
地
用
地
取
得
費
の
助
成
、
お
よ

び
三
好
町
商
工
振
興
会
へ
街
路
灯
増

設
に
伴
う
助
成
と
し
て
百
四
十
五
万

円
を
追
加
。
観
光
面
で
は
、
野
倉
地

区
に
お
け
る
民
俗
資
料
の
展
示
館
整

備
に
対
す
る
補
助
金
、
来
る
八
月
に

別
所
温
泉
で
開
催
さ
れ
る
日
本
温
泉

科
学
会
補
助
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市
民
会
館
の
舞
台
照
明
設
備
は
、

開
館
以
来
の
も
の
で
あ
り
設
備
の
老

朽
化
か
ら
改
修
時
期
が
来
て
い
ま
す

の
で
、

二
か
年
事
業
と
し
て
今
回
改

修
に
着
手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
総

事
業
費
四
千
百
万
円
h

の
う
ち
、
本
年

度
工
事
費
は
二
千
百
万
円
で
す
。

*
土
木
費

交
通
安
全
対
策
で
進
め
て
い
る
中

之
条

一
四
号
線
歩
道
設
置
は
、
本
年

度
の
事
業
完
成
を
目
指
し
、
百
六
十

九
日
の
工
事
費
千
八
百
八
十
五
万
円

を
計
上
。
道
路
新
設
改
良
事
業
の
う

ち
東
塩
田
林
間
工
業
団
地
に
通
じ
る

塩
田
四
号
線
の
改
良
舗
装
工
事
二
千

九
百
万
円
も
計
上
し
ま
し
た
。

上
田
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
あ
わ
せ

て
進
め
て
い
る
上
田
駅
大
星
線
の
街

路
拡
幅
事
業
は
、
用
地
費
で
千
五
百

六
十
万
円
、
補
償
費
で
三
千
五
百
五

十
万
円
を
計
上
。
公
園
事
業
で
は
、

力
づ
く
り
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め

の
基
金
と
し
て
、
積
み
立
て
を
し
た

と
い
う
も
の
で
、
す
。

昨
昨
年
『
「
L

戸
結
帆
主
、
古
川
記
悼
の
が
梓
早
川
F

剖
仰
の
棋
が
雌
畑

を
し
ま
す
'o

本
年
度
は
、
六
千
四
百

平
方

μ
の
ち
び
っ
子
広
場
と
修
京
施

設
の
完
成
、
な
ら
び
に
体
育
館
用
地

の
造
成
を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
費

は
七
千
九
百
三
十
万
円
で
す
。

*
教
育
費

学
校
の
施
設
整
備
関
係
で
は
、
校

舎
な
ど
大
規
模
改
修
事
業
と
し
て
、

第
二
中
学
校
校
舎
改
修
工
事
費
四
千

二
百
二
十
二
万
円
、
第
五
中
学
校
屋

内
体
育
館
改
修
工
事
費
四
千
五
百
七

十
万
円
の
ほ
か
、
現
在
の
川
西
中
学

校
を
川
西
地
区
の
統
合
小
学
校
に
整

備
す
る
た
め
の
工
事
費
千
四
百
万
円

を
計
上
。
仮
称
第
六
中
学
校
は
、
今

年
い
よ
い
よ
校
舎
の
建
設
工
事
に
着

手
し
ま
す
。
校
舎
本
体
工
事
費
十
億

五
千
万
円
の
う
ち
、
本
年
度
は
事
業

の
四
O

%
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
工

事
費
で
四
億
二
千
万
円
を
計
上
。

自
然
運
動
公
園
プ

l
ル
と
市
民
の

森
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
大
勢
の

市
民
の
皆
様
に
御
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
時
に
も

子
供
た
ち
に
楽
し
く
遊
ん
で
も
ら
え

る
施
設
に
し
よ
う
と
、
パ
ン

パ
l
ボ

ー
ト
、
リ
モ
コ
ン
ポ
ー
ト
、
ゴ
ー
ヵ

l
ト
、
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
な
ど
の
備

品
類
を
購
入
す
る
こ
と
に
し
て
、
総

額
千
六
十
三
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の

財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

¥

め
、
上
半
期
と
下
半
期
の

二
回
、
定
期

的
に
財
政
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
内
容
は
、
昭
和
六
十
年
度

下
半
期
に
お
け
る
会
計
別
の
執
行
状

況
な
ら
び
に
地
方
債
現
在
高
、
債
務

負
担
行
為
額
(
翌
年
度
以
降
支
出
予

定
額
)
、
一
時
借
入
金
額
、
市
有
財
産

の
状
況
で
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ

た
税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
、
御
理
解
を
深
め
て
く
だ

去、，
Q
ト

I
P
A
-
わ
ね
園
駅
い

l
レ
&
S
K
1
0

....第 961号

一般会計(下半期)収支状況 (Hi5fIl61年3月山腕

〈歳出〉
科 目 予算現額 支出済額 執行率

民 生 費 42億5，091万円 36億7，975万9千円 86.6% 

土 木 費 36億 687万3千円 21億8，929万3千円 60.7% 

教 育 費 25億8，967万9千円 23億5，768万3千円 91.0% 

総 務 'ui I 25億4，236万6千円 24億2，451万8千円 95:4% 

農林水産業費 20億5，854万4千円 15億3，304万9千円 74.5% 

yふ}、 債 費 20億5，084万7千円 20億4，631万6千円 99.8% 

商 工 費 17億4，873万円 16億9，844万7千円 97.1% 

衛 生 費 13億3，625万3千円 12億9，185万4千円 96.7% 

i向 防 費 6億5，469万円 6イ意4，724万8千円 98.9% 

議 会 費 2億6，384万7千円 2億6，198万4千円 99.3% 

労 働 費 2億5，185万4千円 2億4，661万7千円 97.9% 

災害復 旧費 l億5，493万1千円 9，914万5千円 64.0% 

子 備 費 2，503万円 。0% 
ρロ、 計 215億3，455万4千円 184億7，591万3千円 85.8% 

(fi A) 
科 目 予算現額 収入済額 収入率

税 113億5，332万8千円 III億8，437万6千円 98.5% 

市 債 20億3，750万円 4億1，360万円 20.3% 

国庫支出金 19億6，248万5千円 14億4，263万8千円 73.5% 

諸 収 入 15億3，118万9千円 l億5，731万4千円 10.3% 

地方交付税 12億7，295万5千円 12億7，295万5千円 100.0% 

県支出金 11徳3，785万8千円 5億1，859万7千円 45.6% 

分担金及び負担金 7憶し392万8千円 5億8，345万l千円 81.7% 

最 越 金 4{意4，867万2千円 4億4，867万2千円 100.0% 

匝用料及び手数料 3億2，008万l千円 3億2，566万7千円 101.7% 

地方議 与税 2億1，861万円 2億1，861万円 100.0% 

自動車取得税交付金 l億6，284万4千円 l{意6，284万4千円 ，100.0% 

前産収入 l億5，795万9千円 11意6，896万8千円 107.0% 

最 人 金 l億5，005万l千円 l億5，005万l千円 100.0% 

附 金 5，009万4千円 5，021万3千円 100.2% 

史油安全特対B策11交 1，700万円 1，734万3千円 102.0% L__'f¥fm:'::i・l金

~ ーロ 計 215億3，455万4千円 171億1，529万9千円 79.5% 

ハ
】
門

U
円
一
-

O
D
D
 

O
G
O
 

O
D
O
 

G
O
O
 

D
D
D
 

Wl和61年 3月3l日現在)

収入済額

292万8千円

資本的収支

公営企業会計(下半期)収支状況

292万8千円

予算現額

(JOC A) 

収入済額

21意2，650万l千円

収益的収支

21意2，382万l千円

予算現額

175万3千円

予算現額

1，844万2千円

9億3，610万3千円

8倍、

支出済額

7f:意8，375万8千円

1，976万8千円

9億3，767万9千円

15億6，778万3千円

子 51:現額

767万5千円

2億1.318万2千円

以入済額

13f:意

2f意2.382万l千円
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た
税
令
が
‘
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の

か
、
御
理
解
を
深
め
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

第 961号、

総務費
上田創造館(=写真上)の建

設などに力が注がれました。

衛生費
家庭雑排水浄化センタ一、

上田クリーンセンターの建設

などに力が注がれました。

fごえ- (7)- 一一昭和61年 6月16日 広報う

木費
別所公園、市民の森スケー

ト場(=写真上)の建設などに

カカ{i主カサlました。

土

(昭和61年3月31日現在)

会計名 予算現額 収入済 額 収入率

国民健康保険事業 41億2，341万2千円 29億9，752万6千円 72.7% 

交通災害共済事業 3，389万3千円 3，396万6千円100.2% 

同和資地金区等住貸宅付新事築業 4億4，246万9千円 H意4，587万l千円 33.0% 

土地取得 事業 2億6，182万9千円 2億6，185万l千円 100.0% 

公共下水道事業 15億9，588万l千円 5億1，010万l千円 32.0% 

老人保健事業 34億9，359万5千円 30億5，502万2千円 幻.4%

福祉事セ業ン l億4，730万3千円 l億4，104万7千円 95.8% タ一事業

塩田有線放電送話事業 5，642万l千円 5，223万9千円 92.6% 

メ口弘、 言十 101億5，480万3千円 71億9，762万3千円 70.9% 

特別会計(下半期)収支状況

亘玉〉

冠亙〉
会計名 予算現額 支出 済額 執行率

国民健康保険事業 41億2，341万2千円 35億4，102万8千円 85.9% 

交通災害共済事業 3，389万3千円 3，241万4千円 95.6九

同和資地金区注等貸宅付新事築業 4億4，246万9千円 4億3，995万円 99.4% 

土地取得事業 2億6，182万9千円 5，906万9千円 22到
公共下水道事業 15億9，588万l千円 llf.意6，648万2千円 73.1% 

老人保健事業 34億9，359万5千円 32億2，529万6千円 92.3
0
0 

福祉事セ業ンタ一事業 l億4，730万3千円 l億4，025万6千円 9・ーー5ーー.ーー2ー9ーー6圃，ー

浪国有線放電送話事業 5，642万l千円 3，951万l千円 7-0-.0--oo d 

メ口弘、 言十 101億5，480万3千円 86億4，400万6千円 85.1'九-

1 

-積立金 -有価証券

11億2.139万
市

財有
689万 925円4. 161円

産
-土 地 の -建 物

状
173万9.504m2 況 30万9.534m2

昭
和

-山 キ本

6
年
1 

-住
F

七
-. 

3 
月
31 
日
) 

敷地 22万8，095m21.679万4，144m2
建物 5万7，305m2

J 

一時借入金(昭和61年3月318止
|借入現在高I23億8，000万円J

(昭和61年 3月31日現在)

区 分 一般会計 特別会計 メ口弘、 計

昭和60年 9月末現在 154億3，655万円 61億1，471万3千円 215億5，126万3千円

昭昭和和6601年年130月月末1日日まかでらの納入額 4億1，360万円 。4待、1，360万円
昭昭和和6601年年130月月末1H日まかでらの償還額 4億6，389万l千円 l億1，390万3千円 5億7，779万4千円

差 引現在 高 153億8，625万9千円 60{意 81万円 213イ意8，706万9千円l

地方債現在高
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手
軽
に
血
圧
測
定
を
V

五
月
三
十
日
、
簡
単
に
血
圧
が
測
れ
る
全
自
動
血
圧
計
か
、

市
役
所
一
階
ロ
ビ

l
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
民
の

皆
さ
ん
が
健
康
に
対
す

る
自
覚
を
高
め
、
少
し

で
も
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
置

か
れ
た
も
の
で
す
。
市

役
所

へ
お
寄
り
の
方
は

手
軽
に
測
れ
ま
す
の
で

御
利
用
く
だ
さ

い
。

戸第 961号

企
テ
レ
ト
ピ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

上
田
地
域
テ
レ
ト
ピ
ア
推
進
協
議
会
な
ど
主
催
の

「
テ
レ
ト
ピ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
六
月
六
日
、
上

田
創
造
館
で
約
三
百
五
十
人
が
出
席
し
て
聞
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
上
田
地
域
(
上
田

市
、
丸
子
町
、
東
部
町
、
坂
城
町
)
の
テ
レ
ト
ピ
ア

モ
デ
ル
都
市
指
定
を
記
念
し
て
聞
か
れ
た
も
の
で
、

元
自
治
大
学
校
長
の
山
本
明
き
ん
な
ど
二
人
が
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
の
講
演
を
し
た
後
、
東
部
町
長
な
ど
が

テ
レ
ト
ピ
ア
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

最
後
に
「
テ
レ
ト
ピ
ア
は
こ
う
展
開
す
る
」
と
の
テ

ー
マ
で

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

Y 

E ‘目目一一 一-.一回一一一 . -一一司『・・ ・E ・E ・ EE...-.--...・~ .__ . --------.J 
-__..，.."._ - -- -----・一一・← ・ー'

カゼの症状に似た

ホツツガ虫病、

ツ
ツ
ガ
虫
病
は
、

リ
ケ

ッ
チ
ア
(
細

菌
と
ウ
ィ
ル
ス
の
中
間
的
な
微
生
物

で
ツ
ツ
ガ
虫
病
を
起
こ
す
も
の
)
を

も
っ
ツ
ツ
ガ
虫
に
刺
さ
れ
て
起
き
る

病
気
で
す
。

一
見
、
カ
ゼ
の
症
状
に
似
て
い
ま

す
が
、
感
染
後
十
i
十
四
日
く
ら
い

で
刺
さ
れ
た
箇
所
が
大
豆
ほ
ど
の
潰

ょ

う

し

ん

痕
状
に
な
り
、
発
熱
、
発
疹
、
頭
痛
、

筋
肉
痛
の
症
状
が
出
ま
す
。
通
確
な

治
療
を
受
け
れ
ば
、

重
症
に

い
た
り

ま
せ
ん
が
、
手
当
か
遅
れ
る
と
死
亡

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
年
、
全
国
?
は
八
百
八

十
二
人
が
発
病
し
、

三
人
が
死
亡
し

て
い
ま
す
。
県
下
で
は
、
十
五
人
の

患
者
さ
ん
が
出
て
い
ま
す
。

新
型
の
フ
ト
ゲ
ツ
ツ
ガ
虫

ツ
ツ
カ
虫
の
若
虫
、
親
虫
は
土
の

中
に
い
て
、
昆
虫
の
卯
を
取

っ
て
生

活
し
て
い
ま
す
が
、
幼
虫
は
人
や
ネ

せ
8
つい

ズ
ミ
な
ど
の
脊
椎
動
物
に
寄
生
し
ま

す
。
体
長
は

0
・
二

1
0
・
三
ミ
リ

で
す
。
こ
の
幼
虫
が
、
ツ
ツ
ガ
虫
を

起
こ
す
リ
ケ

ッ
チ
ア
を
持
つ
と
人
に

感
染
さ
せ
ま
す
。
(
次
ベ

l
ジ
の
図
を

参
照
)
ツ
ツ
ガ
虫
は
、
日
本
で
約
百
種
類

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
病
気
を
感

染
さ
せ
る
の
は
ア
カ
ツ
ツ
ガ
虫
、
フ

ト
ゲ
ツ
ツ
ガ
虫
、
タ
チ

ツ
ツ

ガ
虫
の

三
種
類
で
す
。
ア
カ
ツ
ツ
ガ
虫
は
古

典
型
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
は
フ
ト
ゲ

ツ
ツ
ガ
虫
が
全
国
規
模
で
発
生
し
、

新
型
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

発
生
月
は
幼
虫
の
増
え
る
月
と
関

係
し
、
ア
カ
ツ
ツ
ガ
虫
の
発
生
は
六

1
十
月
ご
ろ
ま
で
、
フ
ト
ゲ

ツ
ツ

ガ

虫
は
四
月

1
七
月
と
九
月
i
十
二
月

の
年
二
回
発
生
シ
ー
ズ

ン
が
あ
り
ま

す
。刺
さ
れ
て
も
自
覚
な
し

次
の
よ
う
な
病
状
か

で

た

ら

医

師
に
診
て

L
ら
い
ま
し
ょ
、7
J

だ
た

第 961号~

新
型
の
フ
ト
ケ
ヅ
ヴ
ウ
必
町
ぷ

近
晴
、
え
て
き
た
剣
山仰
は
ま
た
M
肝
附
き

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

β
H
1ι
々
D
い

し、

刺
さ
れ
た
覚
え
が
な
い

こ
と
が

多
い
の
で
、
注
怠
し
ま
し
ょ
う
。
刺

し

μ
は
太
モ
モ
、
わ
き
の
ド
、
胸
、



手
軽
に
測
れ
ま
す
の
で

御
利
用
く
だ
さ
い
。

追
わ
と
と
列
て

す
る
相
場
合
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
年
、
全
国
で
は
八
百
八

第 961号、だえ一ー(9)一一一一昭和61年 6月16日 広報う

秘書課秘讐広報係

宮 @4100内線205

有線②0631

企暴力団追放、市民の力で

上田市安全会議の総会が 5月28日、 t田市役所
で聞かれました(=写真L最近は、 県内でも暴力
団の動きが活発化していることから、総会では上

田警察署長の中島仁さんから「暴力団対策につい

て」と題する講演をしていただきま した。 中島署

長は「上田市内の暴力団数は 9団体、100人と言ね

れている。暴力団の資金源がある限 り、 根絶でき

ない。暴力団対策としては、警察力による暴力団

の徹底検挙とともに、市民の力によ る。暴力団の

存在を許さない、、とし、う社会基磐の確立が必要」

と市民の協力を呼びかけました。続いて、 市自治

会連合会長の田中直ーさんが「暴力団の行為によ

って、市民に迷惑がおよんだ場合には、暴力団追

放の行動を起こす」と決意を力強く述べました。

〔任期〕

〔応募期限〕

し
、
制
さ
れ
た
覚
、
え
一
が
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
刺

し
口
は
太
モ
モ
、
わ
き
の
下
、
胸
、

首
、
手
首
、
足
首
、
背
中
、
腰
な
と

柔
ら
か
い
肌
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

①
刺
し
口
に
ト
ゲ
が
刺
っ
た
よ
う
な

感
じ
が
す
る
。

②
ふ
ろ
に
入
っ
た
時
、
刺
さ
れ
た
箇

所
が
痛
が
ゆ
い
。

③
刺
し
口
は
炎
症
を
起
こ
し
、
黒
い

か
さ
ふ
た
で
周
り
が
赤
く
な
り
、

乾
い
た
で
き
も
の
が
で
き
る
。

④
刺
さ
れ
て
か
ら
一

1
二
週
間
で
、

三
十
八

i
四
十
度
近
い
熱
が
出
る
。

⑤
発
熱
後
三

1
五
日
で
、
顔
や
背
中

な
ど
に
赤
い
発
診
が
出
る
。

⑥
「
ふ
し
ょ
し
」
が
痛
む
。

ツツガ虫のライフサイクル

(新潟大学医動物学教室調べ)

広報モニターを募集します

市では、「広報うえだ‘」が市民の皆さんにより親し

まれ、より読まれるものにしていくため、下記のと

おり広報モニターを募集します。

モニターの皆さんには広報に対する意見、要望、

苦情などをお寄せいただき、市民参加の広報紙づく

りの一端を担っていただきます。日頃、広報につい

て何かお考えのある方はご応募ください。

〔応募資格)20歳以上の上田市民(ただし、公務員

は除く)

〔募集人員〕 一般公募10人程度

〔職務内容〕 ①モニタ一会議に出席していただきま

す(年 3回の予定)。

②アンケー 卜に回答していただきます。

③その他必要に応じて広報について意

見、要望、苦情などを出していただき

ます。

昭和62年 3月31日まで

7月10日(桐 ※なお応募者が多数の場

合は抽選とさせていただきます。

〔謝 礼〕記念品を贈呈します。

〔応募方法〕 官製はがきに、郵便番号、住所、氏名(ふ

りがな)、年齢、職業、電話番号を記入の

うえ、「干386市内大手ト11-16上田市役

所秘書課秘書ー広報係」までお申し込み

くださし、。

次
め
よ
う
な
病
状
が
で
た
ら
、
民

師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
た
む
ド
、

叫
判
刑
長
の

7
ト
ゲ
ヅ
ヅ
ず
出
r
い
か
¥
同
院

近
増
え
て
き
た
原
由
は
ま
だ
解
明
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

B
H
じ
ゃ
D

D

T
な
ど
の
殺
虫
剤
の
使
附
祭
止
が
関

係
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

野
山
に
は
長
ズ
ボ
ン
で

予
防
法
は
、
有
効
な
予
防
ワ
ク
チ
ン

が
開
発
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
作
業
、

山
菜
採
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ

な
ど
で
は
、
長
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
り
、

長
ぐ
つ
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
地
面
や
草
の
上
に
長

時
間
す
わ
っ
た
り
、
寝
た
り
し
な
い

で
、
す
わ
る
時
は
敷
物
を
し
い
て
、

す
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。直面

若虫、親虫は土中にいて昆虫の卵

などを取り自由生活をしている。
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お知らせ
6
月
初
日
ま
で
に
御
提
出
を

え

児
童
手
当
の
現
況
届

広報う

福
祉
課
家
庭
児
童
相
談
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
2

3
8
3
有
線
②
0
7
9
1

児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
を
受

け
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
六
十
一
年
度

の
「
現
況
届
」
を
六
月
三
十
日
側
ま

で
に
地
区
担
当
の
民
生
(
児
童
)
委

員
さ
ん
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
現
在
、
支
給
を
受
け
て
い

る
方
の
前
年
の
所
得
、
養
育
の
状
況

な
ど
を
届
け
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
届
け
出
は
引
き
続
き
手
当
を
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切

な
も
の
で
す
。
引
き
続
き
受
け
ら
れ

1
M
V
S
R臨
仰
が
M

&
抑
つ
グ
ー
、

t
U

「
掴
何
抑
仙
印
刷
」
仇
古

.....第 961号961号-

市
営
住
宅
の

ガ
の
A

l

o

貯
。
一

人
市
月
す

、
芝
一

ω
、
6
で
後
し
一

引
は
、
の
た
ま
一

説
れ
て
も
け
し

巳
こ
せ
た
受
学
一

ほ
。
わ
し
を
見
一

引

だ

合

放

明

に

一

郎
し
に
関
説
山
一

向
ぎ
」
に
ら
熱
一

1
し
閤
般
か
を

以

学

週

一

員

館

一

時
男
道
で
職
料

一

J
を
水
ま
、
資
一

日
場
「
臼
は
道

一

3
水
ガ
6
ち
水
一

月
浄
局
ら
た
や
一

6
屋

道

か

供

池

一

梁

水

白

子

水

-

提
出
し
な
い
と
、
六
月
分
か
ら
の
手

当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

御
注
意
く
だ
さ
い
。

H
H
法
の
改
正
で
ニ
人
目
の
お
子
さ
ん

も
対
象
に

l

今
年
の
六
月

一
日
か
ら
児
童
子
当

法
が
改
正
さ
れ
、
二
人
目
の
お
子
さ

ん
に
も
、
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
二
人
目

の
お
子
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年
六

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

に
限
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給

付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
二
人
目
の

お
子
さ
ん
が
対
象
に
な
る
方
に
は
、

「
増
額
改
定
請
求
書
」
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
さ
れ
、

市
役
所
福
祉
課
(
ま
た
は
各
支
所
)

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
月
額
二
千

五
百
円
の
児
童
手
当
が
増
額
さ
れ
ま

す
)
。
ま
た
書
類
が
届
か
な
か
っ
た

方
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
「
増

額
改
定
請
求
書
」
を
提
出
し
な
い
と
、

六
月
か
ら
増
額
分
は
支
給
で
き
ま
せ

ん
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
額
が
二
疋
額
を
越
え

な
い
こ
と
が
受
給
要
件
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
別
表
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

技養親族等お 児童手当 特例給付

よぴ児童の数 所得額 所得額

(人) (万円) (万円)

。 133.0 307.5 

163.0 337.5 

2 193.0 367.5 

223.0 ミ97.5

4 253.0 427.5 

283.0 457.5 

313.0 487.5 

7 343.0 517.5 

8 373.0 547.5 
」ーーー一一

所得制限限度額表と
入
居
す
る
人
全
員
の
住
民
票
お

よ
ぴ
市
町
村
長
の
発
行
す
る
所
得

証
明
書
が
必
要
で
す
。

(6月7日現在)

名称 相 談日 相談時間 担 当 ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

法律相談 7月11日 午後
弁(予護約制士) 

歩行器 2，500円 フフンコ
ト般) 7月25日 1 : 30-3 : 30 ふとん乾燥機 5，000円 3歳児女子用子供服
法律相談
7月10日 午後 司法書士 電気冷蔵庫(2ドア) 5，000円 ベビーベット

ド堅調怯) 1 : 00-4 : 00 土地家屋調査士
エレクトーン 15，000円 電気オルガン

人権相談 7月3日 午後 人(法権務擁局護職委員員) 電子ジャー(1升炊) 5，000円 電気掃除器
トー 1 : 00-4 : 00 

子供用三輪車
午(平前日9):oo-

ノ〈イク 50c.c. 5，000円

毎日 | オートパイ用ヘルメツト(女子用) 1，500円 大人用自転車
市民相談 午後5: 00 

市民相談室
(日・祝日除<l (土脳 ステンレスj谷槽(1.5人用) 1，000円 都市ガス用瞬間湯沸器

恒
午前9:00正一 午

木製ベット(組立て式) 無料 剣道防具一式

毎日 午削9:0後0- 相交通談事故員
デジタルウォッチ 無料 リビングセット

(t・日・祝日除<l 午 4:00 ベット式肩もみ機 5，000円 輪転機式謄写版
(平日) 英文タイプライター 無料 1)ヤカー

高職業齢相者談
毎 ミ日 午前9:0後o:-

職相業談安定所員 卓球台今二 4 : 00 ‘ O紹介後のトラフツシなどは、責任を
(8・祝日除o午(土前臨9: 00- 負いかねますので御了承ください。 コンピュターミシン

』、 正午

不用品登録情報(主なもの)

じ〉ゆず

活環境課(宮⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。
[>紹介を受けた人は取り引きの結果(成立、不成立にかかわ

らず)を生活環境課へ御連絡ください。

市の相談業務(7月)

事法律相d炎(ー般)の「予約」は、電話でも受け付けま

す。生活環境課(宮@4100内線301)にお申し込み
〈ださい。

期

納
期
限
は

6
月
却
日
何
で
す
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「
海
の
家
」
の
御
利
用
を

7
・
8
月
谷
浜
と
能
生

生
活
環
境
眼
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の

「
上
田
市
海
の
家
」
を
今
年
も
七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
谷

浜
海
岸
と
能
生
海
岸
に
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
開
設
場
所
V

マ
谷
浜
海
岸

l
旅
館

「
飯
田
屋
」

え広報う~ 961号~

新
潟
県
上
越
市
長
浜
二
ニ
五

(
北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
駅
前
)

宮

0
2
5
5
⑬
2
1
0
1

マ
能
生
浜
海
岸

l
民
宿
「
か
な
は
ち
」

新
潟
県
能
生
町
七
二
四
九

(
北
陸
線
能
生
駅
下
車
、
約
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)

宮

0
2
5
5
@
2
3
1
6

〈
申
込
方
法
v

電
話
で
直
接
、
海
の
家
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
予
約
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。
日
帰
り
で
利
用
す
る

場
合
も
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
(
例

年
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
斗
旬
に
か

け
て
は
利
用
者
が
集
中
し
ま
す
。
な

「海の家」料金及び利用時間
「ー

利用料金 利用時間

ャーー
宿泊
(2食付)
大人4，300円 小人4，000円 午後l時~翌日午前10時

E田屋
日帰り
(食事なし)
大人 800円 小人 600円 午前10時ー午後4時

宿 泊 大人4，200円 小人3，900円 午後l時~翌日午後2時(2食付)
かなはち
日帰り
(食事なし)
大人 800円 小人 600円 午前10時ー午後4時

に
接
種
し
ま
す
。
以
前
に
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
を
受
け
た
お
子
さ
ん
は
、

左
手
で
す
。

る
べ
く
こ
の
期
聞
を
避
け
て
計
画
す

る
こ
と
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
)

な
お
、
予
約
取
り
消
し
の
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
「
海
の
家
」
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
料
金
・
利
用
時
間
〉

別
表
の
と
お
り
で
す
。
宿
泊
さ
れ

る
方
で
、
こ
の
時
間
以
外
に
利
用
さ

れ
る
方
は
、
部
屋
を
専
用
で
き
ま
せ

ん
。
旅
館
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

ま
た
、
超
過
時
間
に
つ
い
て
は
、

割
り
増
し
料
金
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
御
承
知
く
だ
さ
い
。

7
月
1
日
か
ら

市
役
所
駐
車
場
を

夜
間

m時
か
ら

閉
鎖
し
ま
す

管
財
課
用
度
運
用
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
5
5

現
在
、
市
役
所
駐
車
場
は
平
日
の

執
務
終
了
後
、
車
の
駐
車
場
と
し
て

一
般
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

七
月
一
日

ωか
ら
は
、
平
日
の
午
後

ヤ
時
ま
で
駐
車
場
と
し
て
開
放
し
ま

す
が
、
そ
の
後
は
駐
車
場
を
閉
鎖
し

ま
す
の
で
、
御
了
承
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
市
役
所
駐
車
?
場
が
災
害

外
傷
な
ど
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
が
認

め
ら
れ
た
人

⑥
医
師
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

時
の
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
た
り
、

庁
舎
管
理
を
す
る
上
で
夜
間
閉
鎖
が

必
要
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
す
。

閉
鎖
期
日
・
:
七
月
一
日

ωか
ら

閉
鎖
時
間
・
・
・
午
後
十
時
か
ら
翌
日
午

前
七
時
三
十
分

そ
の
他
:
・
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
・

祝
日
は
、
従
来
ど
お
り
有
料
で
駐

車
で
き
ま
す
。

寄
附
を

求
め
ら
れ
た
ら

「
許
可
書
」
の
請
求
を

市
民
課
庶
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
7
5

上
田
市
に
お
い
て
募
金
を
行
う
と

き
は
、
市
長
の
許
可
が
な
け
れ
ば
で

き
ま
せ
ん
。
募
金
を
行
う
際
は
、
常

に
「
寄
附
募
集
行
為
許
可
書
」
を
携

帯
し
、
関
係
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

場
合
は
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
勺
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
寄
附
行
為
は
強
要
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

近
頃
こ
の
許
可
を
受
け
ず
に
戸
別

訪
問
を
し
、
寄
附
行
為
を
行
っ
て
い

る
人
が
い
ま
す
の
で
、
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い

。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
必

ず
許
可
証
の
提
示
を
求
め
、
そ
の
う

、え
で
判
断
さ
れ
間
違
い
の
な
い
よ
、7

エJ
去
、
ノ
ル
川
伸
、
日
-
咽
旭
岡
阿

b
z
緑町
p
t旭
1ν
イ
ι

、

か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

B
C
G
 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

家
内
労
働
法
を

守
り
ま
し
ょ
う

上
国
労
働
基
準
監
督
署

宮
⑫
0
3
3
8

家
内
労
働
法
は
、
製
造
・
加
工
業

者
や
販
売
業
者
な
ど
か
ら
委
託
を
受

け
て
、
自
宅
で
物
品
の
製
造
加
工
な

ど
に
従
事
し
て
い
る
家
内
労
働
者
の

皆
さ
ん
の
工
賃
、
就
業
時
間
、
安
全

衛
生
な
ど
の
労
働
条
件
の
改
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
委
託
者
の

皆
さ
ん
が
守
る
べ
き
事
項
を
定
め
て

い
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

、フ①
家
内
労
働
手
帳
を
家
内
労
働
者
に

交
付
し
て
、
委
託
の
つ
ど
記
入
し
ま

し
ょ
う
。

②
工
賃
は
現
金
で
全
額
を
一
ヵ
月
以

内
に
払
い
ま
し
ょ
う
。

③
委
託
状
況
届
な
ど
を
労
働
基
準
監

督
署
に
提
出
し
、
帳
簿
を
営
業
所
に

備
え
付
け
ま
し
ょ
う
。

④
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た

め
に
心
要
な
措
置
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
家
内
労
働
者
に
対
し
て
指
導
や
援

助
を
し
ま
し
ょ
う



第 961号、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

B
C
G
予
防
接
種

保
健
予
防
際
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

結
核
予
防
法
に
よ
る
「
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
」
と
「
B
C
G
予
防

接
種
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
別
表
の
各
会

場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

①
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
六
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
、
四
歳
未
満
で
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
一
回
も

受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

②
四
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、
前
回

の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
で
は

陰
性
と
判
定
さ
れ
た
が

B
C
G
接

種
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
(
た

だ
し
、
四
歳
以
上
で
未
接
種
の
お

子
さ
ん
は
、
小
学
校
一
年
生
の
と

き
学
校
で
実
施
し
ま
す
)

〈
持
ち
物
v

問
診
票
(
記
入
し
て
)
、
母
子
健
康
手

帳
〈
接
種
方
法
v

マ
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
:
・
右
手

Tごえー-(13)-一一昭和61年 6月16日 広報う

に
接
種
し
ま
す
。
以
前
に
ツ
ベ
ル

今
ノ
川
J

ン
+
乞
忍
X
凶
川
れ
~
わ
ね
平
'
々
C

J

ん
川
川
、

左
手
で
す
。

マ
B
C
G
-
・
今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

判
定
結
果
が
陰
性
の
お
子
さ
ん
に

接
種
し
ま
す
。

〈
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
お
子
さ
ん
〉

①
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
人

②
有
熱
、
三
た
は
重
症
患
者

③
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
患
者

④
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
使
用
者

⑤
結
核
そ
の
他
疾
病
の
予
防
接
種
、

表ロ-a
g
f
 
日種接G

 
C
 
B
 
定出?査検応反ン

H
ソクレベツ度年au 

和昭

外
傷
な
ど
に
よ
る
ケ

ロ
イ
ド
が
認

め
ら
れ
た
人

⑥
医
師
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
人

〈
そ
の
他
〉

①
今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

の
結
果
、
陽
性
・
疑
陽
性
者
に
は

再
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当

者
は
七
月
二
十
九
日
に
再
び
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
お
受
け
く

だ
さ
い
。

②
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
た
お

ず
許
可
証
の
提
示
を
求
め
、
そ
の
う

え
で
判
断
さ
れ
間
違
い
の
な
い
よ
う

7
T弐
C
J
ん
川
u問
、

t

J

咽
旭
岡
阿
宇
品
位
虫
旭
1
レて

か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

③
B
C
G
予
防
接
種
を
受
け
た
お
子

さ
ん
は、

一
か
月
間
ほ
か
の
予
防

接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん。

④
問
診
票
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月

一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
は
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
に
綴

り
込
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、
切
り

離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
問
診

票
の
な
い
か
た
は
、
会
場
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

離~ ミ 場 名 対 象 地 区

717 川辺地条地区・築((上地半田・原東・地川田辺)町・倉升・神畑・下之
月月 川辺町会館

泉田区 過・福築 ・吉田)1 1 3 

ω 日同日神川地区公民館 神川地す区ずの台一北部・上(大沢屋)・岩下・みすず台南・み
7 7 

神科科地染屋新区屋の)一・部野竹(畑・西山野・伊竹勢・笹山井・富・士川原見台・岩・神門
月2 月4 上野が丘公民館

附日樹日 塩田母子健康センター 中塩田・別所地区

西部地丘部房区区区冶北・(下生秋一ー・・晶上下紺録和部屋が川房・・(上柳原町丘常山磐柳西塩町)・揖町町毘・・城上が)・ー丘北 ・・ 鎌西原脇 ・・ 新新屋町 ・・ 韓諏7 7 
市保健センター

主部尻地上カ訪地鍛宮 の町山( 下下紺塩屋川町原尻柳}鍛町冶町霊宕・上町
月 月
8 10 (市役所南庁舎2階)

ω 日同日

神川地区公民館 神川保地林区の・一黒部坪・(下国青分木・下・上堀青・木上堀・梅)が丘・久

7 7 
東部地地困田区・北((踏横常丸入・・材海泉木町木野・上・原北常常田入)・中常田・下常月 月 市保健センター

中央 区町・ 間堀田T町・・ 町町町・・ 町大手・袋)町・馬場町9 11 (市役所南庁舎2階)

体日) 幽日
塩田母子ト健康センター 東塩田・西塩団地区

7 7 

豊神殿科地地長区区島の・金一剛部寺(蛇)沢・金井・山口・大久保・月 月 上野が丘公民館
16 18 

(樹日幽日 川西社会福祉センター 川西地区

717 市保健セ ンタ ー 北南部部地本地区町区の・(北松一天尾部神町(新町・末田・広南)天田T神-町大手・町泉平)・鷹匠町
2月212月4 (市役所南庁舎2階)

日日
三好町会館 城下条地区・千(小曲町牧・・諏中村訪形・朝・ニ日好ヶ丘町・・須御}所11)・中之凶同

ω3会附~ 市市保役健所 セ ンタ ー
再(今検回日のツベルクリン反応が陽性・疑陽性の人)( 南庁舎2階)

※時聞は各会場とも午後 1時30分から 2時30分までです。

※駐車場が混雑しますので、なるべく車でのおいでは御遠慮ください。

に
対
し
て
指
導
や
援

助
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
上
回
の
森
」
で

市
民
と
学
生
の
交
流

市
内
各
大
学
(
長
野
大
・

上
回
女

子
短
大
・
信
州
大
越
維
学
部
)
の
学

生
が
、
「
統
一
上
田
市
文
化
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
(
愛
称
・
上
田
の
森
ご

を
六
月
二
十
二
日
闘
に
開
催
し
ま
す
。

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
る
こ
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
学
生
聞
の
親
睦

や
市
民
と
学
生
と
の
交
流
を
深
め
て

い
こ
う
と
い
う
目
的
で
、
聞
か
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
き
ん

御
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
六
月
二
十
二
日
制
午
前
十

時
か
ら
午
後
五
時
(
悶
天
の
場
合

は
六
月
二
十
九
日
間

と
こ
ろ
:
・
上
田
公
園
(
本
丸
内
)

内
容
・
:
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
カ

ッ
プ
ル
、

ミ
ス
上
田
の
森
コ
ン
テ
ス
ト
、
の

ど
自
慢
、
露
庖
な
ど

農
業
機
械
や
農
作
業
で
の

事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う

(
上
田
市
農
政
部
)



連
を
つ
く
っ
て
申
し
込
も
う

「
上
田
わ

っ
し
ょ
い

」
の
詳
し
い

内
容
は
、
次
回
す
の
「
広
報
う
え
だ
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
踊
り
・
み
こ
し
・
太
鼓

六
月
二
十
三
日
刊
か
ら
、
参
加
す

る
「
連
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。
自
治
会
、
職
場
な
ど
で
踊
り

連
、
み
こ
し
連
、
太
鼓
連
を
つ
く
っ

て
、
官
製
は
が
き
(
左
記
の
要
領
参

だ 昭和61年 6月16日一一一一(14)-

受
付
は

6

/
お
i
7
/叩

「
連
」
の
申
込
受
付

市
民
の
夏
祭
り
「
上
田
わ
っ
し
ょ

い
」
は
、
今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え

ま
す
。
七
月
二
十
六
日
出
の
夜
は
、

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

今
回
は
、
十
五
周
年
記
念
と
し
て

踊
り
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
催
し
物

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
だ
れ

で
も
簡
単
に
踊
れ
る
よ
う
な
踊
り
の

振
り
付
け
も
考
え
て
い
ま
す
。

え広報う

15周年記念

品@

戸事961号

月1日

号

"J線205

弐会社

?ーーーーーーーー

11番16与)

1.1 1;" -" 

国固因。口

照
)
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
一

お
、
「
灯
ろ
う
」
は
実
費
で
お
分
け
し
一

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
連
は
参
加
十

申
し
込
み
の
際
、
は
が
き
に
「
灯
ろ
一

う
希
望
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
一
次
の
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

申
込
締
切
日
は
、
七
月
十
日
闘
で
一
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

す
。
締
切
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
し
一
上
げ
ま
す
。

込
み
は
、
連
の
出
発
場
所
の
関
係
か
一
マ
山
越
完
吾
横
(
東
京
都
中
野
区
)

ら
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
一
石
け
ん
二
千
四
百
箱
社
会
福
祉
施

御

注

意

く

だ

さ

い

。

一

設

、

生

活

保

護

世

帯

配

布

用

と

し

て

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
課
(
宮
一
マ
鎌
田
久
雄
横
(
林
之
郷
)
皮
細

@
4
1
0
0
内
線
6
0
8
)

へ
。
一
工
用
皮
革
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

一へ↑
マ
片
桐
哲
様
(
上
沢
)
自
動
マ

一
ッ
サ
l
ジ
機
、
肩
た
た
き
機
各
一
台

十
一
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

二

マ
丸
山
チ
イ
横
(
倉
升
)
百
二
十

一一

三
万
円
報
恩
寮
施
設
整
備
費
と
し

二

て

二

マ
上
回
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
、
上

一
千
田
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
横
屋
外

二
用
ス
ト
リ
ー
ト
ベ
ン
チ
八
脚
上
回

二
公
園
、
別
所
公
園
用
と
し
て

一一

マ
森
田
孝
司
様
(
福
井
市
)

点
字

=

図

書
六
十
八
冊
点
字
図
書
館
へ

=

マ
宮
下
英
世
様
(
上
房

山

)

児

童

一
一
用
図
書
六
十
四
冊
緑
が
丘
児
童
館

一一

へ

二

マ
野
本
俊
子
横
(
北
常
国
)
が
ん

て
具
、
書
籍
類
四
十
三
点
児
童
福
祉

一
施
設
用
と
し
て

御
寄
付
お
払

の
ハ
の
同

ー.6・:.'

上
田
市
大
手
ー

tJl !更

圏

工
部
観
光
課
内

..D L 

乾き
イ反G 返
事'
務
所

イ7

人連
数名
お「

(と

中な
学
生
L二L
上

L. 

(恥
-
uい
太

殻

)
名

代団
電住表 体
iM Z名 小

学
生

名

現在)

109) 

69) 

40) 

111) 
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